
          

ご
指
導
い
た
だ
い
て
い
る
横
林
先
生
の
お
弟
子
さ

ん
達
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
「M

ains 
des 

trois 
chats 

＆ 
流
山
シ
ニ
ア
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
　
ジ
ョ
イ
ン
ト

コ
ン
サ
ー
ト
」
は
、
当
団
に
と
っ
て
年
間
を
通
じ
て
の

最
大
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
我
々
シ
ニ
ア
と
フ
レ
ッ
シ
ュ
な

若
者
と
の
共
演
は
、
お
互
い
に
と
っ
て
良
い
刺
激
が
あ

り
、
お
客
様
に
も
好
評
で
す
。 

２
０
２
３
年
　
月
　
日
千
葉
県
流
山
市
に
あ
る
ス

タ
ー
ツ
お
お
た
か
の
森
ホ
ー
ル
に
て
「
第
２
回
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
「
第
１
部
：
ソ
ロ
＆
小
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

演
奏
」
「
第
２
部
：
合
奏
演
奏
」
と
い
う
当
団
の
定
番

ス
タ
イ
ル
で
の
演
奏
会
。
「
第
１

回
」
を
上
回
る
３
０
０
名
を
超
え

る
お
客
様
を
お
迎
え
で
き
ま
し

た
。 「

第
１
部
：
ソ
ロ
＆
小
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
演
奏
」
で
は
、
団
員
有

志
に
よ
る
「
ピ
ア
ノ
連
弾
」
「
フ

ル
ー
ト
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」
「
バ
イ

オ
リ
ン
独
奏
」
「
ホ
ル
ン
独
奏
」

に
加
え
、
先
生
の
お
弟
子
さ
ん
に

よ
る
「
ホ
ル
ン
独
奏
」
、
先
生
の

お
弟
子
さ
ん
と
シ
ニ
ア
の
コ
ラ
ボ

「
弦
楽
合
奏
」
な
ど
を
賑
々
し
く

演
奏
。
さ
ら
に
は
横
林
先
生
ご
自

身
に
よ
る
「
ピ
ア
ノ
独
奏
」
は
、

本
コ
ン
サ
ー
ト
の
白
眉
で
し
た
。 

「
第
２
部
：
合
奏
演
奏
」

は
、
シ
ニ
ア
と
若
者
の
合
同
演

奏
。
若
者
の
力
を
借
り
つ
つ
、

「
タ
ン
ゴ
」
「
フ
ォ
ル
ク
ロ
ー

レ
」
「
映
画
音
楽
」
「
歌
謡
曲
」

「
ク
ラ
シ
ッ
ク
曲
」
と
バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
構
成
を
楽
し
み

ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
、
よ
う
や

く
「
皆
で
集
い
楽
し
む
」
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
喜
び
を
団

員
一
同
、
お
客
様
と
共
に
分
か
ち

合
う
充
実
し
た
一
日
と
な
り
ま
し

た
。  代

表
　
岩
瀬
進
介

流
山
シ
ニ
ア
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

第
２
回M

ains des trois chats 

＆ 

流
山

シ
ニ
ア
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
　 

　
　
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト

　
去
る
４
月
　
日
、
か
つ
し
か
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ヒ
ル
ズ

「
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
ホ
ー
ル
」
に
て
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ポ
ニ
ー
・

か
つ
し
か
の
第
　
回
定
期
演
奏
会
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。 

　
会
長
と
葛
飾
区
長
の
青
木
様
の
ご
挨
拶
に
続
い
て
第

１
部
の
２
曲
目
の
「
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
よ
り
」
序
曲
は

メ
ン
バ
ー
の
希
望
曲
と
し
て
選
曲
さ
れ
弦
楽
器
が
少
な

く
て
も
キ
ー
ボ
ー
ド
を
中
心
と
し
た
五
十
嵐
先
生
の
編

曲
と
指
導
力
に
よ
り
練
習
に
力
を
入
れ
た
結
果
、
　
人

の
メ
ン
バ
ー
で
感
動
的
な
演
奏
に
な
り
ま
し
た
。 

　
ご
来
場
の
方
々
に
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
団
員
一
人

一
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
生
か
し
た
演
奏
を
い
た
し

ま
し
た
の
で
、
琴
、
マ
リ
ン
バ
等
の
聴
か
せ
ど
こ
ろ
が

随
所
に
あ
り
、
お
客
様
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
記
入
し
て
い

た
だ
き
沢
山
の
お
褒
め
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
今
後
も
五
十
嵐
先
生
を
中
心
に
団
員
を
増
や
し
て
、

ポ
ニ
ー
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
。 

  　
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ポ
ニ
ー
・
か
つ
し
か
　
山
口
善
生

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ポ
ニ
ー
・
か
つ
し
か

第
　
回
定
期
演
奏
会

　
石
岡
シ
ニ
ア
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
は
２
０
１
６
年
に
発
足

し
て
今
年
で
８
年
目
に
な
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
騒
ぎ
で
思

う
よ
う
な
練
習
が
出
来
な
い
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、

昨
年
春
に
第
二
回
定
期
演
奏
会
を
行
い
、
今
春
は
４

月
　
日
、
石
岡
市
ふ
れ
あ
い
の
里
ひ
ま
わ
り
館
で≪

ス

プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト≫

を
開
催
し
ま
し
た
。
前
宣
伝

が
良
か
っ
た
か
、
は
た
ま
た
地
域
で
の
評
判
が
良
い
の

か
（
？
）
、
当
日
は
会
場
ホ
ー
ル
の
常
設
席
の
ほ
か
、

臨
時
席
を
ス
テ
ー
ジ
前
に
１
０
０
席
設
け
て
ほ
ぼ
満
席

（
３
０
０
席
、
市
職
員
談
）
）
に
な
る
く
ら
い
お
客
様

が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。
発
足
以
来
、
大
な
り
小
な
り
の

出
前
、
定
期
演
奏
会
等
を
　
回
開
催
し
、
　
曲
程
を
演

奏
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
も
、
団
員
一
同
緊
張
の
な
か

に
も
張
り
切
っ
て
、
演
奏
い
た
し
ま
し
た
。 

　
当
日
の
演
奏
曲
は
、
ポ
ー
ル
モ
ー
リ
ア
、
ラ
・
ク
ン

パ
ル
シ
ー
タ
ー
、
Ｍ
ｙ
Ｗ
ａ
ｙ
、
知
床
旅
情
等
、
ホ
ッ

プ
ス
、
タ
ン
ゴ
、
Ｊ
ａ
ｚ
ｚ
、
歌
謡
曲
と
多
彩
な
曲
目

を
　
曲
演
奏
い
た
し
ま
し
た
。
歌
謡
曲
で
は
そ
の
ほ
と

ん
ど
を
団
員
の
女
性
ボ
ー
カ
ル
が
熱
唱
し
、
お
客
様
も

そ
れ
に
加
わ
り
大
合
唱
に
な
る
と
い
う
盛
況
で
し
た
。

当
日
の
Ｍ
Ｃ
も
兼
ね
て
頂
い
た
指
揮
者
の
古
山
先
生

の
、
ユ
ー
モ
ア
に
富
ん
だ
進
行
ス
ピ
ー
チ
が
、
お
客
様

を
始
終
笑
い
の
渦
に
巻
き
込
み
、
会
場
全
体
が
和
や
か

に
包
ま
れ
、
我
々
団
員
の
緊
張
を
も
解
き
ほ
ぐ
し
、
最

後
ま
で
楽
し
く
演
奏
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
ま
だ
反
省

点
も
多
く
、
未
熟
な
と
こ
ろ
も
多
々
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
を
糧
に
、
今
後
も
頑
張
る
所

存
で
す
。
本
年
か
ら
、
春
に
は 

≪

ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト≫

を
、
秋
に
は≪

オ
ー
タ
ム
コ
ン

サ
ー
ト≫

と
、
年
２
回
の
コ
ン

サ
ー
ト
開
催
を
定
例
化
し
、
半

年
間
毎
に
目
標
を
設
定
し
て
練

習
に
励
も
う
と
考
え
て
い
ま

す
。
現
在
は≪

オ
ー
タ
ム
コ
ン

サ
ー
ト≫

に
向
け
、
曲
目
を
選

び
、
練
習
を
し
て
リ
ズ
ム
、
メ
ロ

デ
ィ
ー
、
そ
し
て
ハ
ー
モ
ニ
ー
を

互
い
に
響
か
せ
、
応
援
し
て
下

さ
る
市
民
、
市
関
係
者
方
々
の

期
待
に
沿
う
よ
う
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
更
に
、
増
員
を
募
り
、
健

康
で
楽
し
い
シ
ニ
ア
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
に
大
き
く
発
展
し
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。 

　
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
　
松
本
旭
男

石
岡
シ
ニ
ア
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

２
０
２
４
年
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

21

12

18

17

14

14
20

45

18

16

8


